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Ⅰ はじめに 

 ｢地方教育行政の組織及び運営に関する法律｣（以下「地教行法」という。）に基づき、

平成２０年度から、教育委員会は、毎年、その権限に属する事務の管理および執行の

状況について点検・評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、議会に提出する

とともに、公表しています。 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本報告書「令和５年度 福井県教育委員会の事務の管理および執行の状況の点検・

評価報告書」（以下｢点検・評価報告書｣という。）は、地教行法の規定に基づき、より効

果的な教育行政の推進と県民の皆様に対する説明責任を果たすため、福井県教育振興

基本計画に掲げた施策の実施結果を示すとともに、教育委員会の各種活動状況につい

て点検・評価した結果を取りまとめたものです。 

 有識者の方に内容のご確認をいただき、その意見を併せて掲載しています。 

 本報告書により県民の皆様から、県の教育行政についてのご意見やご要望をいただ

き、今後の新たな教育関連施策に活かしていきたいと考えています。 

 

［ 参 考 ］ 

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」（抜粋） 

 第２６条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第１項の規定により教育長

に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第４項の規定により事

務局職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について

点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出する

とともに、公表しなければならない。 

   ２  教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験

を有する者の知見の活用を図るものとする。 
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Ⅱ 点検・評価について 

１ 対象期間 

  令和５年度（令和５年４月～令和６年３月） 

 

２ 点検・評価方法 

（１）点検・評価報告書の作成 

 教育委員会において点検・評価報告書案を作成 

（２）点検・評価報告書の確認、意見付与 

 有識者による点検・評価報告書案の内容の確認および意見付与 

（３）点検・評価結果の公表 

 点検・評価報告書を県議会に提出するとともに、県のホームページにおいて

公表 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔点検・評価フロー〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

点検・評価に係る有識者 

県教育委員会 

県 議 会 

２ 報告書の内容確認 

  意見付与 

 

１ 点検・評価報告 

  書原案の作成 

４ 点検・評価 

  報告書の公表 

  （県ＨＰ） 

県  民 

３ 県議会へ 

  の提出 
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Ⅲ 組織および決算 

１ 組織 

  

教育委員会

教育長

教育庁 教育機関

学校教育監

副部長 県立学校

高等学校

教育企画Ｇ

学校教育ＤＸ推進Ｇ

学校施設整備G

福利Ｇ

厚生Ｇ 　　（公立学校共済組合福井支部）

　　（一般財団法人福井県教職員互助会）

任用・給与G

学校業務改善G

県立学校人事G

小中学校人事G 特別支援学校

  嶺南教育事務所 総務課

指導相談課

特別支援教育課

研修課 高志中学校

　　　 高校改革Ｇ 学校以外の教育機関

生徒支援・人権教育Ｇ 教育総合研究所 管理室

教科教育G 教科研究センター

地域人材育成G 教職研修センター

大学進学サポートG 教育相談センター

特別支援教育室 教育博物館

特別支援教育センター

　　　 生徒支援・人権教育Ｇ

教科教育G 図書館

ふるさと教育G 若狭図書学習センター

幼児教育Ｇ - （幼児教育支援センター） 文書館

ふるさと文学館

こども歴史文化館

生涯学習・社会人権教育Ｇ

文化財Ｇ 奥越高原青少年自然の家

生涯学習センター

青年の家（芦原・鯖江・三方）

埋蔵文化財調査センター

学校体育Ｇ

学校保健安全Ｇ

福 井 県 教 育 委 員 会 組 織 図 （ 令 和 ６ 年 ３ 月 ３ １ 日 ）

盲学校

○教育庁
本庁：６ 出先機関：３

○教育機関
県立学校：３７ その他：８

○附属機関（審議会）
高等学校教育問題協議会
教科用図書選定審議会
文化財保護審議会 等

高校教育課

義務教育課

生涯学習・文化財課

教職員課

保健体育課

福井・福井南・福井東・
清水・嶺北・奥越・南越・
嶺南東・嶺南西

藤島・高志・羽水・足羽・三国・金津・
丸岡・大野・勝山・ 鯖江・丹生・
武生・ 武生東・敦賀・美方・
若狭・若狭東・福井農林・科学技術・
武生商工・敦賀工業・
福井商業・坂井・
奥越明成・道守

教育政策課

ろう学校
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２ 課別決算額調 

 
（一般会計） 
 
（１）歳入                           （単位：千円、％） 

課名等 予算現額Ａ 調定額Ｂ 収入済額Ｃ 
（不納欠損額） 

収入未済額 
Ｃ/Ａ Ｃ/Ｂ 

教育政策課 2,967,437 1,498,771 1,498,771 0 50.5 100.0 

教職員課 14,529,953 14,544,131 14,544,031 100 100.0 99.9 

高校教育課 189,883 180,077 159,704 20,373 84.1 88.7 

義務教育課 70,691 52,550 52,550 0 74.3 100.0 

生涯学習・文化財課 172,692 71,562 71,562 0 41.4 100.0 

保健体育課 62,287 61,755 61,755 0 99.1 100.0 

計 17,992,943 16,408,846 16,388,373 20,473 91.1 99.9 

 
 
（２）歳出                           （単位：千円、％） 

 

課名等 予算現額Ａ 支出済額Ｂ 翌年度繰越額Ｃ 不用額 Ｂ/Ａ 

教育政策課 10,498,444 8,817,138 1,502,189 179,117 84.0 

教職員課 66,203,901 65,392,156 0 811,745 98.8 

高校教育課 787,172 710,769 13,846 62,557 90.3 

義務教育課 328,185 296,703 0 31,482 90.4 

生涯学習・文化財課 1,170,153 886,319 253,674 30,160 75.7 

保健体育課 184,448 165,651 0 18,797 89.8 

計 79,172,303 76,268,736 1,769,709 1,133,858 96.3 
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Ⅳ 令和５年度福井県教育委員会の活動状況 

 

１ 教育委員会の会議開催等の状況 

（１）福井県教育委員会委員 

  （令和５年４月１日～令和６年３月３１日） 

 氏 名 職 業 

教育長 豊 北 欽 一  

委員（教育長職務代理者） 南 部 隆 保 会社役員 

委員 原   公 樹 僧侶 

委員 山 本 直 子 法人役員 

委員 森 下 典 子 元教員 

委員 横 井 康 孝 会社役員 
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（２）教育委員会会議の開催状況 

 

  ・開催回数  １９回 

  ・附議事項  ４９件 

 

○第１１５６回（令和５年４月１３日（木）） 

  ・教職員の懲戒処分について 

 

○第１１５７回（令和５年４月２６日（水）） 

・福井県立恐竜博物館の設置および管理に関する条例の一部を改正する条例の施行期日を定

める規則の制定について  

・福井県立恐竜博物館の管理運営に関する規則の一部改正について 

・福井県指定文化財の指定について 

・福井県心身障がい児就学指導委員会委員の委嘱について 

・福井県教科用図書選定審議会委員の任命について 

 

○第１１５８回（令和５年５月９日（火）） 

・令和５年５月２２日付け機構改革に伴う福井県教育委員会行政組織規則等の一部改正

について 

・令和５年５月２２日付け教職員以外の参事級以上の職員の人事異動について  

 

○第１１５９回（令和５年５月２９日（月）） 

・附議事項なし 

 

○第１１６０回（令和５年６月１５日（木）） 

・令和５年度福井県立高等学校後期編入学者選抜実施要項（定時制の課程および通信制の

課程）の制定について 

・令和６年度使用義務教育諸学校教科用図書採択についての基準、選定資料および採択目

録の決定について 

 

○第１１６１回（令和５年７月７日（金）） 

・令和６年度福井県立高等学校入学者選抜における推薦入学者選抜の実施校について 

    ・令和６年度福井県立高等学校入学者選抜における特色選抜の実施校および実施種目・領

域について 

    ・令和６年度福井県立高志中学校入学者選抜に関する実施要項の制定について 

    ・福井県奨学育英基金管理規則の一部改正について 

 

○第１１６２回（令和５年７月２４日（月）） 

・令和５年８月１日付け人事異動について    
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○第１１６３回（令和５年８月２５日（金）） 

・令和４年度福井県教育委員会の事務の管理および執行の状況の点検・評価報告書につい 

て 

・令和５度教育功労者表彰の被表彰者の決定について 

・令和６年度使用県立高等学校、県立特別支援学校高等部および県立中学校の教科用図書 

の採択について 

        ・福井県立学校設置条例の一部改正について 

 

○第１１６４回（令和５年８月３１日（木）） 

  ・教職員の懲戒処分について 

 

○第１１６５回（令和５年９月２０日（水）） 

  ・令和６年度福井県公立学校教員採用選考試験採用内定者の決定について 

 

○第１１６６回（令和５年１０月５日（木）） 

  ・教職員の懲戒処分について 

 

○第１１６７回（令和５年１０月１８日（水）） 

・令和６年度福井県立学校入学者募集定員について 

・令和６年度福井県立高等学校入学者選抜実施要項ならびに令和６年度福井県立特別支援

学校の幼稚部および高等部の入学者選考実施要項の制定について 

 

○第１１６８回（令和５年１０月２７日（金）） 

   ・福井県教育委員会行政組織規則および福井県立学校の管理運営に関する規則の一部改正

について 

 

  ○第１１６９回（令和５年１１月１７日（金）） 

    ・福井県教育長の給与、勤務時間その他の勤務条件に関する条例の一部改正について 

    ・令和６年度教職員人事異動方針について 

    ・令和６年度福井県公立学校校長・教頭任用選考試験の合格者の決定について 

・教職員の懲戒処分について 

 

○第１１７０回（令和５年１２月２２日（金）） 

    ・令和６年度福井県立学校寄宿舎指導員ならびに実習助手(農業・工業)採用選考試験の採

用内定者の決定について 

・令和６年度福井県公立学校再任用教職員採用内定者の決定について 

・令和６年度福井県公立学校再採用選考内定者の決定について 

    ・令和５年度福井県学校保健・学校安全・学校給食表彰被表彰者の決定について 

    ・福井県朝倉氏遺跡研究協議会委員の改選について 
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○第１１７１回（令和６年１月１９日（金）） 

    ・令和５年度ふくい優秀教職員表彰の被表彰者の決定について 

 

○第１１７２回（令和６年２月１日（木）） 

・福井県公立学校情報機器整備基金条例の制定について 

・福井県立学校職員定数条例の一部改正について 

・市町立学校県費負担教職員定数条例の一部改正について 

・福井県立美術館運営協議会委員の任命について 

 

○第１１７３回（令和６年３月７日（木）） 

    ・いじめ調査専門委員会の委嘱について 

    ・令和６年度公立小中学校校長・教頭および県立学校校長・教頭の人事異動について 

 

○第１１７４回（令和６年３月１５日（金）） 

    ・福井県文化財保護審議会委員の任命について 

    ・福井県銃砲刀剣類登録審査委員の任命について 

・いじめ調査専門委員会の委嘱について 

・懲戒処分の指針の一部改正について 

・授業名人の任命について 

・令和６年４月１日付け教育庁および学校以外の教育機関の管理職の人事異動について 

・令和６年４月１日付け組織改正に伴う福井県教育委員会行政組織規則の一部改正につい 

 て 

・教職員の懲戒処分について 
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２ 教育委員の活動状況 

 

時 期 活 動 内 容（参加行事等） 

令和５年  

４月１３日 
第１１５６回教育委員会 

 ４月２６日 授業名人任命式、第１１５７回教育委員会 

 ５月 ９日 第１１５８回教育委員会 

 ５月２６日 福井県市町教育委員会連絡協議会総会 

 ５月２９日 第１１５９回教育委員会 

 ６月１５日 第１１６０回教育委員会 

 ６月１９日 学校訪問（小浜市立小浜第二中学校） 

 ６月２１日 学校訪問（鯖江高校） 

 ６月２２日 学校訪問（羽水高校） 

 ６月２３日 学校訪問（若狭東高校） 

 ７月 ５日 学校訪問（鯖江市鯖江中学校） 

 ７月 ７日 
学校訪問（勝山市立成器南小学校）、福井県立恐竜博物館視察、 

第１１６１回教育委員会 

 ７月１２日 学校訪問（坂井市立丸岡中学校） 

 ７月２４日 第１１６２回教育委員会 

 ８月 ３日、４日、７日、  

８日、９日 
教員採用試験 

  ８月１８日 霊龍丸体験乗船、若狭高校若竹寮開寮式、総合教育会議 

８月１９日 第３回全国高校生プレゼン甲子園 

８月２５日 
第１１６３回教育委員会、福井県教育委員会と福井県公安委員会との意見

交換 

  ８月３１日 第１１６４回教育委員会 

  ９月２０日 第１１６５回教育委員会 

 １０月 ５日 第１１６６回教育委員会 

 １０月１８日 第１１６７回教育委員会 

 １０月２３日、２５日、 

２６日、２７日 
管理職任用選考試験 

 １０月２７日 第１１６８回教育委員会 

 １０月２８日、２９日 さんフェア福井２０２３開会式、閉会式 

 １１月１５日 学校訪問（南越前町立南条小学校） 

 １１月１６日 学校訪問（嶺南西特別支援学校） 

１１月１７日 第１１６９回教育委員会、学校訪問（あわら市金津中学校） 

１１月２０日 学校訪問（大野市陽明中学校） 

 １２月２２日 
福井県教育委員会と福井県公安委員会との意見交換、第１１７０回教育委

員会 
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令和６年 

 １月１９日 
第１１７１回教育委員会、都道府県指定都市教育委員研究協議会 

 １月２９日 全国都道府県教育委員会連合会第２回総会等 

 ２月 １日 

第１１７２回教育委員会、令和５年度ふくい優秀教職員表彰式、福井県学

校保健・学校安全・学校給食表彰式、令和５年度福井フューチャーマイス

タートップ賞表彰式 

 ２月 ３日 福井ふるさと教育フェスタ 

 ３月 ５日 北陸電力教育振興財団評議員会 

 ３月 ７日 第１１７３回教育委員会 

 ３月１５日 第１１７４回教育委員会 

 ３月２９日 永年勤続退職教職員辞令交付式・表彰式 
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３ 審議会等審議状況 
 

名  称 

委 

員 

数 

会 

議 

開 

催 

数 

件  名 種 別 年月日 

福井県心身

障がい児就

学指導委員

会 

20 3 県立特別支援学校の該当児判断について 審議 5. 6.9 

5. 9.15 

5. 12.14 

 

福井県教科

用図書選定

審議会 

16 3 義務教育諸学校で使用する教科用図書について 審議・答申 5. 4.28 

5. 5.31 

5. 6. 6 

福井県文化

財保護審議

会 

15 3 会長・副会長の選出について 

令和４年度の調査計画について 

福井県指定文化財の指定について 

審議・答申・協

議・報告 

5. 5.24 

6. 1.30 

6. 3.27 

 

 

４ 教育委員会関係の許認可の状況 

（１）教育職員免許状の授与等（令和５年度） 

区分 専修免許状 １種免許状 ２種免許状 特別免許状 臨時免許状 合 計 

小学校 ２７ １２５ １９ ０ ３２ ２０３ 

中学校 ３５ １２２ １ ０ ６ １６４ 

高等学校 ４６ １９２ ０ ４ ４３ ２８５ 

特別支援学校 １ ２２ ５９ ０ ９ ９１ 

幼稚園 ２ ７４ １０４ ０ ３ １８３ 

養護教員 ０ ３２ ３ ０ ５ ４０ 

栄養教員 ０ ５ １ ０ ０ ６ 

自立教科等 ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

合 計 １１１ ５７２ １８７ ４ ９８ ９７２ 
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（２）文化財の指定状況 

令和５年度においては、新たに、県指定文化財に４件指定されました。 

 

＜指定文化財の現状＞                  令和 6 年 3 月 31 日現在 
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（３）銃砲刀剣類の登録状況 

 銃砲刀剣類所持等取締法に基づき、審査会を開催し、登録証の交付等を次のとお

り行いました。 

    登録証交付   ４５ 件 

    登録証再交付   ８ 件 

    所有者変更  ２９７ 件 

 

（４）教育委員会所管の公益法人 

    １９法人（令和６年３月３１日現在） 

    （公益財団法人１０ 一般財団法人８ 一般社団法人１） 

 

５ 令和６年度県立学校入学者選抜学力検査結果の状況（令和５年度実施） 

（１）県立高等学校 

  課程別の合格者数は、表１のとおりです。また、全日制の第１次学力検査合格者の

うち、帰国子女等受験者と追検査受験者を除く教科別の平均点は、表２のとおりです。 
 
 

   表１ 課程別の合格者数                              ※（    ）内は前年度実績 

 
 
 

※第１次学力検査によるものには追検査の合格者数を含む。 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全 日 制      定 時 制      合 計      

推 薦 選 抜 に 

よ る も の       
 551(579)   551(579)  

特 色 選 抜 に 

よ る も の       
 437(434)   437(434) 

連携型中高一 貫 

教育校入学者選抜 

に よ る も の 
 84(85)   84(85) 

外国人生徒等  

特 別 選 抜 

に よ る も の 
13(13)  13(13) 

第１次学力検査 

によるもの      ※ 
  3,231 (3,433)  200(162)  3,431(3,595) 

第２次学力検査 

によるもの       
 60(48)   23(32)  83(80) 

計  4,376 (4,592)  223(194)  4,599(4,786) 

募 集 定 員        4,663 (4,717)  350(350) 5,013(5,067) 

充足率 93.8％(97.4％) 63.7％(55.4％) 91.7％(94.5％) 
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   表２ 教科別の平均点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※英語および数学は大問４～６のうち１～２問を次の２種類の選択問題として実施 

  Ａ：基礎力を問う設問の割合が多い問題 【選択した合格者  ９１２人】 

  Ｂ：記述・論述型の設問の割合が多い問題【選択した合格者２，２９６人】 

 

（２）県立中学校 

  平成２７年度に開学した高志中学校の入学者選抜の受験の状況は、表３のとおり

です。また、適性検査等の結果は表４のとおりです。 

 

   表３ 受験の状況  

募集定員 出願者数 受験者数 合格者数 

９０ ２７３ ２７０  ９０ 
 
   表４ 適性検査等の結果 

 配 点 平均点 

適性検査Ⅰ １００ ３７．５ 

適性検査Ⅱ １００ ３２．２ 

適性検査Ⅲ １００ ５５．２ 

面   接  ５０ ３２．９ 

合   計 ３５０ １５７．８ 

 

 選択問題Ａ 選択問題Ｂ 

英   語  36.2(51.5)  62.6(60.0) 

数   学  44.9(55.8)  63.7(55.5) 

 共通 

国    語  63.7(60.2) 

社    会  47.2(61.9) 

理    科  54.3(45.9) 

総    点  188.0(223.1)  315.2(304.4) 



 

- 15 - 

 

６ 令和６年度公立学校教員採用選考試験の実施状況（令和５年度実施） 

 

第１次選考 

  試験期日および場所 

期  日  等 場   所 

令和５年７月１日（土） 

一般・教職、教科等専門（小学校、中学技

術、高校各科、養護教諭、栄養教諭） 

福井県立羽水高等学校 

(福井市羽水１丁目 302) 

（公益財団法人）都道府県センター 

(東京都千代田区平河町２－６－３) 

福井市木田小学校【中高音楽実技】 

(福井市木田１丁目 1360) 

令和５年７月２日（日） 

教科等専門（中高一括、特別支援学校） 

 

第２次選考 および 特別選考 

  試験期日および場所 

期  日  等 場   所 

令和５年８月３日（木） 

【第２次選考】適性検査、小論文 

 （※適性検査はオンライン実施） 

【特別選考】 

令和６年度大学院特別選考 

      適性検査、個人面接 

教育エキスパート特別選考 

      個人面接等 

福井県立羽水高等学校 

(福井市羽水１丁目 302) 

令和５年８月３日（木）～４日（金） 

    ８月７日（月）～９日（水） 

【第２次選考】個人面接 

 

《 教員採用試験の改善について 》 

 優秀な人材の確保および選考過程の透明性・公平性を図るため、次のような改善を

行いました。 

○ 優秀な人材の確保 

＜平成１８年度から実施＞ 

・受験資格を６０歳未満に拡大 

・講師経験者の１次選考免除を導入 

＜平成１９年度から実施＞ 

・２次選考において、場面指導を導入 

・国際貢献活動経験者の１次選考免除を導入 

＜平成２０年度から実施＞ 

・大学院修士課程修了時の特別選考を導入 
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＜平成２１年度から実施＞ 

・面接の重視（配点割合の引き上げ） 

・「音楽」「美術」を含む全教科での筆記試験の実施 

＜平成２３年度から実施＞ 

・スポーツ特別選考の実施 

＜平成２５年度から実施＞ 

・従来の一括募集を校種・教科別の募集に変更 

・２つの校種・教科を併願できるように変更 

・校種・教科の専門試験を１次選考で実施（全ての受験者が専門試験を受験） 

・２次選考の「場面指導」を「集団討論」に変更 

・面接の重視（配点割合の引き上げ） 

＜平成２７年度から実施＞ 

  ・特別選考の導入①スポーツ・芸術特別選考 

          ②教育エキスパート特別選考 

          ③グローバル教育特別選考 

＜平成２８年度から実施＞ 

  ・特別選考の見直し①スポーツ・芸術特別選考 

           ②教育エキスパート特別選考 

             専門教育分野 

             英語教育分野 

  ＜令和元年度から実施＞ 

  ・障がい者特別選考の受験資格拡大 

  ・介護を理由に退職した教員の再採用を実施 

  ＜令和２年度から実施＞ 

  ・第１次選考全部免除制度を導入 

  （他都道府県国公立学校正規勤務経験者または県内国公立学校勤務講師対象） 

  ・第１次選考の一般教養と教職専門の筆記試験を一般・教職に一本化 

  ・第２次選考の「集団討論」を廃し「個人面接」を２回に変更 

  ＜令和３年度から実施＞ 

  ・スポーツ・芸術特別選考を教育エキスパート特別選考に移行 

＜令和４年度から実施＞ 

  ・加点制度の拡充 

（①複数教員免許状所持による加点、②司書教諭資格者による加点） 

＜令和５年度から実施＞ 

・第１次選考全部免除制度の拡充 

（県内講師等経験者（６０月以上経験者）対象） 

・大学３年時第１次選考の導入 

・「東京会場」の設置（※第１次選考） 

  

○ 受験者に対する情報の提供 

＜平成２０年度から実施＞ 
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・２次選考の不合格者に対して、成績を A、B、Cの三段階で通知 

・試験問題の持ち帰りと、解答例・配点の公表（自己採点可能）の実施 

・個人情報開示請求に基づき、以下の情報を開示 

  １次選考および２次選考における筆記試験、実技試験、作文および面接の 

点数 

・筆記試験、実技試験、作文および面接の配点ならびに評価項目など選考基準をホ

ームページで公開 

・１次選考合格者および最終合格者について、合否結果通知の発送に併せて、ホー

ムページでも受験番号を公表 

＜平成２１年度から実施＞ 

・判定基準をホームページで事前発表 

・解答例および設問別配点をホームページに掲載（自己採点可能） 

・不合格者のうち希望者に、筆記試験、実技試験、作文および面接の各点数ならび

に合計点数を通知 

＜平成２６年度から実施＞ 

・不合格者全員に筆記試験、実技試験、作文および面接の各点数ならびに合計点数

を通知 

 

○ 選考過程等の改善 

＜平成２０年度から実施＞ 

・改ざん等の不正防止のため、担当部署以外の行政職員による答案や面接時の個票

と選考資料との突き合わせ点検を実施 

・民間有識者による選考手順や選考内容の点検および抽出データによる答案等の元

データと選考資料データの突合を実施 

＜平成２１年度から実施＞ 

・実技試験において、受験番号にかわり整理番号を使用 

＜平成２４年度から実施＞ 

・電子申請による受付を導入 

＜平成２６年度から実施＞ 

・一般教養試験において、マークシート方式を導入 

＜平成２７年度から実施＞ 

・小学校筆記試験において、外国語のリスニングテストを導入 

・一般教養に加え、教職専門の試験において、マークシート方式を導入 

＜令和２年度から実施＞ 

・小学校の試験において、外国語リスニングおよび実技試験を廃止 

・外国語資格における加点対象を拡大 

＜令和５年度から実施＞ 

・出願手続きを電子申請に一本化  
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Ⅴ 令和５年度の教育関係施策の取組実績 

 

１ 教育振興基本計画（令和２年３月策定）に基づく施策の実施結果および達成目標の

進捗状況 

方針１：学ぶ喜びを知り、自ら進んで学ぶ意欲と力の育成 

 

・児童生徒の理系分野への興味関心を高め、理系人材を育成するため、「小学生向けサイ

エンスショー」や「算数なぞとき教室」、「中学生向けの理系分野に関するキャリア教

育」を開催（R5～）                        〔義務教育課〕 

・理数教育を推進し、理系人材を育成するために、「ふくい Girls 未来のテックリーダ

ー」プロジェクトを実施。科学者・技術者を目指す女子生徒 32 名がグローバル IT 企

業の訪問およびプログラミング講座を受講する首都圏研修に参加（R5～）〔高校教育課〕 

・「引き出す・楽しむ教育」を推進するため、各小中学校が重点的に取り組むテーマを設

定し実践するとともに、教員、関係機関による意見交換会、テーマに応じた研修等を

開催（R2～）                                                     〔義務教育課〕 

・福井県学校教育ＤＸ推進計画に基づく、新たなデジタル時代に対応した学びの変革と

教員の働き方改革の実現に向けて、全教員対象の講演会を開催。県立学校に生成ＡＩ

の利用環境を整備（R5～）                                        〔教育政策課〕 

・学校教育ＤＸにかかる地域・学校間格差を解消するため、広域的な課題解決に向けた

協議や技術情報の共有を行うとともに、ＩＣＴ教育サポートセンターを開設。学校・

教員に対するＤＸ進捗状況調査（年２回）等による定期的に評価を実施（R5～） 

〔教育政策課、教職員課〕 

・全小中学校の約２割の 47校をＩＣＴ教育推進モデル校に指定。デジタル教科書を１教

科導入し、情報交換会および公開授業を実施。（R5～）             〔義務教育課〕 

・４月に丸岡高校において酸素カプセルを整備。スポーツ探究コースの生徒６０名全員

が体験するとともに、疲労回復・怪我の回復・集中力の効果などについて探究学習を

実施（R5～）                                         〔高校教育課、教育政策課〕 

・併設型中高一貫教育校である高志中学校において、生徒の興味関心を引き出すための

大学訪問や校外学習を実施するとともに、連携型中高一貫教育校において、高校教員

によるチームティーチングによる授業や外部講師による探究学習の支援を実施（R5～） 

〔高校教育課〕 

・高校生の探究的な学びの支援を充実させるため、合同発表会（高校生探究フォーラム）

を県内３会場で開催するとともに、探究系全国大会に挑戦する生徒４件、活動資金を

獲得するクラウドファンディングの申請３件を支援（R5～）       〔高校教育課〕 
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・令和６年度入試において地域みらい留学２期生として若狭高校６名、丸岡高校５名の

合格者を選考。更なる県外生徒受入れのため、若狭高校の寮を整備するとともに、丸

岡高校と若狭高校の寮整備について民間提案型による契約を締結（R4～） 

〔高校教育課、教育政策課〕 

・勝山市教育委員会と勝山高校が勝山市立中学校再編準備委員会等において中高連携の

具体的な方策を検討するとともに、勝山市立中学校による勝山高校敷地内での共同利

用に向けた施設整備について、勝山市との検討会を定期実施（R5～） 

〔高校教育課、教育政策課〕 

・生商工高校の令和７年度の１キャンパス化に向け、２階建の体育館と新商業棟の新設

に着工するとともに、管理・普通教棟改修に着工（R4～） 〔高校教育課、教育政策課〕 

・地域産業の担い手育成を目的とした、文部科学省の「マイスター・ハイスクール」事業

において、民間人教頭を招聘し新技術やＤＸ等の産業構造の変化に対応した職業人材

育成と魅力あるカリキュラムを実施。地域の企業やまちづくり団体と連携した加工食

品の開発・販売等を実施（R4～）                  〔高校教育課〕 

・大学進学サポートセンターにおいて、生徒の進路志望に合わせた集合型補習を学年ご

とに実施。また、オンライン学習会等を教科別に合計 58回実施し、延べ 269名が参加

（R2～）                                                        〔高校教育課〕 

 

〔達成目標〕                              ［］内は年次 

名称 策定前 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ 直近 目標 

授業がわかる児童生徒の

割合 

（全国学力・学習状況調

査、高校生学習状況調査） 

小学校 

国語：90.6% 
- 90.20% 89.70% 91.50% 90% 

算数：88.5% - 87.70% 85.90% 87.4% 90% 

中学校 

国語：84.7% 
- 85.30% 88.20% 86.5% 85% 

数学：78.5% - 74.60% 81.20% 78.3% 80% 

高 校 

国語：85.5% 
87.10% 84.90% 86.50% 87.5% 90% 

数学：75.1% 77.00% 74.20% 76.50% 76.3% 80% 

［2019］ ［2020］ ［2021］ ［2022］ ［2023］  

課題の解決に向け、自分

で考え、自分から取り組

む児童生徒の割合（全国学

力・学習状況調査） 

小学校：80.5% - 81.30% 79.70% 81.8% 85% 

中学校：78.2% - 81.50% 82.30% 83.8% 80% 

［2019］ ［2020］ ［2021］ ［2022］ ［2023］  

学習者用コンピュータ１

台当たりの児童生徒数

（学校における教育の情報

化の実態等に関する調査） 

小学校： 

6.7 人/台 
6.4 人/台 1.3 人/台 0.9 人/台 0.8 人/台 1 人/台 

中学校： 

4.8 人/台 
5.0 人/台 1.3 人/台 0.9 人/台 0.8 人/台 1 人/台 
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高 校： 

3.7 人/台 
3.7 人/台 0.8 人/台 0.8 人/台 0.8 人/台 3 人/台 

［2018］ ［2019］ ［2020］ ［2021］ ［2023］  

教員が授業中に ICT を活

用して指導する能力 

（学校における教育の情報

化の実態等に関する調査） 

71.8% 

［2018］ 

70.50% 

［2019］ 

69.20% 

［2020］ 

73.7% 

［2021］ 

76.1% 

［2023］ 
85% 

園内リーダー認定者がい

る園の割合 

84% 

［2018］ 

86% 

［2019］ 

86% 

［2020］ 

89%

［2021］ 

90% 

［2023］ 
90% 

 

 

方針２：適性や興味関心に応じた文化芸術、スポーツ活動の促進 

・令和６年度に開催される第４４回近畿高等学校総合文化祭福井大会の実施に向けて、

教員・生徒による先催県大会（三重県）の視察を実施するとともに、大会テーマ、ポス

ター原画、イメージソングを決定（R5～）               〔高校教育課〕 

・トップアスリートを目指す小学５・６年生 59 人を対象にアスリート育成プログラムを

提供する「ふくいジュニアアスリートアカデミー」を開催。うち３名が新しい競技を

開始（R2～）                           〔スポーツ課〕 

〔達成目標〕                            ［］内は年次 

名称 策定前 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ 直近 目標 

県立音楽堂で本物の文

化芸術を体験する子ど

もの数 

16,521 人 

［2018］ 

23,364 人

［2019］ 

7,207 人

［2020］ 

12,382 人 

［2021］ 

8,312 人 

［2023］ 
17,000 人 

競技スポーツの全国大

会での上位入賞数 

（1～3 位） 

（福井県スポーツ協会正

加盟競技の大会） 

290 件 

［2018］ 

130 件 

［2019］ 

188 件 

［2020］ 

189 件 

［2021］ 

249 件 

［2023］ 
100 件 

公認スポーツ指導者新

規登録数 

87 名 

［2018］ 

94 名 

［2019］ 

90 名 

［2020］ 

350 名 

［2021］ 

451 名 

［2023］ 
100 名 

 

 

 

・児童生徒の豊かな感性・創造性と、教員の鑑賞力・指導力の育成のため、「福井県俳句

創作コンクール」を開催。小中高校から 8,038 句の応募。（R4～）       〔義務教育課〕 

・休日の部活動の段階的な地域移行について、休日に活動する約７７０部活動のうち、

約４分の１に当たる１８９部活動が地域に移行（R4～）     〔保健体育課、義務教育課〕 

方針３：豊かな心、健やかな体の育成  
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・学校歯科医の適切な指導の下で、教員の業務負担とならない適切な「フッ化物洗口」

の実施方法を、学校・保護者・児童に説明会を行い、モデル校６市町 10校の小学校に

おいて約 1000 人を対象に検証。（R5～）               〔保健体育課〕 

〔達成目標〕                            ［］内は年次 

名称 策定前 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ 直近 目標 

自分にはよいところがある

と思う児童生徒の割合 

（全国学力・学習状況調査） 

小学校：84.3% - 80.60% 82.50% 85.80% 85% 

中学校：78.7% - 78.10% 81.80% 83.10% 80% 

［2019］ ［2020］ ［2021］ ［2022］ ［2023］  

ふだん読書をしない小・

中・高校生の割合 

（全国学力・学習状況調査、

高校生学習状況調査） 

小学校：15.5% - 23.60% 25.90% 24.60% 15%以下 

中学校：32.1% - 36.50% 37.70% 37.80% 30%以下 

高 校：43.8% 45.80% 45.00% 45.00% 46.30% 40%以下 

［2019］ ［2020］ ［2021］ ［2022］ ［2023］  

運動やスポーツをすること

が好きな児童生徒の割合

（全国体力・運動能力、運動

習慣等調査） 

小学校：91.7% - 89.00% 90.30% 90.8% 93% 

中学校：87.8% - 84.45% 85.30% 84.86% 89% 

［2019］ ［2020］ ［2021］ ［2022］ ［2023］  

朝食を毎日食べている児童

生徒の割合 

（全国学力・学習状況調査） 

小学校：88.4% - 96.00% 95.90% 95.60% 100% 

中学校：84.7% - 94.70% 94.20% 93.10% 100% 

［2019］ ［2020］ ［2021］ ［2022］ ［2023］  

 

方針４：国際的な視野に立ち、自らの考えを発信する力の育成  

 

・文部科学省をはじめ新たな協賛・後援を受け、６～８月に「全国高校生プレゼン甲子

園」を開催。地域ブロック大会を導入し、616 チーム（県内 353、県外 263）、97校（県

内 23、県外 74）が参加。（R3～）                               〔高校教育課〕 

・高校生が海外の大学生と交流する「オンライングローバルキャンプ」を、３月に４日

間の日程（２５～２８日）で実施し、12名が参加（R5～）         〔高校教育課〕 

・受験料を全額補助し、GTECを中学３年生 6,450 名が受験。結果分析を行い、生徒の英

語力・学習意欲の向上と教員の授業改善のため、動画を配信するとともに、県内５ブ

ロックにて研修を開催。各校の英語科教員１名以上が参加。（H28～R1：英語検定、R2

～：GTEC）                            〔義務教育課〕 

 

〔達成目標〕                            ［］内は年次 

名称 策定前 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ 直近 目標 

英検３級相当以上の英語力

を持つ中学３年生の割合

（英語教育実施状況調査） 

61.2% 

［2018］ 

61.40% 

［2019］ 

- 

［2020］ 

85.8% 

［2021］ 

83.8% 

［2023］ 
65% 
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英検準２級相当以上の英語

力を持つ高校３年生の割合

（英語教育実施状況調査） 

56.0% 

［2018］ 

58.40% 

［2019］ 

- 

［2020］ 

59.6% 

［2021］ 

61.1% 

［2023］ 
60% 

スピーキングテストおよび

ライティングテストを実施

している学校の割合 

（英語教育実施状況調査） 

中学校：95.0% 91.90% - 100% 100% 100% 

高 校：53.7% 55.80% - 52.2% 74.1% 80% 

［2018］ ［2019］ ［2020］ ［2021］ ［2023］  

 

方針５：特性や心情に配慮し、誰もが安心して学べる教育環境の整備  

 

・不登校の児童生徒の社会的自立や集団への適応を支援するため、不登校児童生徒の多

い小学校３校および中学校２校に支援員を配置（R4～）               〔義務教育課〕 

・嶺南教育事務所指導主事とろう学校教員が連携して、嶺南地区聴覚障がい児に対する

教育相談を年間 130 回実施するとともに、嶺南地域の教員を対象とした言語聴覚士に

よる研修会を年間 12 回実施（R4～）                〔高校教育課〕 

・遠隔ロボットやＶＲゴーグルを活用により、病気療養中や発達障がい等のある児童生

徒の学習環境の改善や教育効果の向上を図る。関係学校や市町教育委員会向けの説明

会や研修等を行うとともに、対象児童生徒の授業等で計 72回の使用実績や成果等を蓄

積・分析（R4～）                         〔高校教育課〕 

・外国人児童生徒等教育連絡協議会を年３回実施し計 94名が参加。小学校４件、中学校

５件に対して日本語指導アドバイザーによる相談支援を実施（R4～）  〔義務教育課〕 

 

〔達成目標〕                            ［］内は年次 

名称 策定前 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ 直近 目標 

通常の学級で個別の教育支援計

画の作成を必要とする幼児児童

生徒のうち、作成された割合 

（特別支援教育体制整備状況調査） 

81.3% 

［2019］ 

84.30% 

[2020] 

86.90% 

[2021] 

91.10% 

[2022] 

92.70% 

[2023] 
90% 

特別支援学校教諭免許状を有す

る特別支援学級担当教員の割合

（学校基本調査） 

57.5% 

［2019］ 

56.30% 

[2020] 

53.40% 

[2021] 

55.10% 

[2022] 

57.00% 

[2023] 
60% 

学校に行くのは楽しいと思う児

童生徒の割合 

（全国学力・学習状況調査） 

小学校：88.4% - 87.50% 88.70% 87.80% 90% 

中学校：84.9% - 84.30% 87.30% 84.90% 85% 

［2019］ [2020] [2021] [2022] [2023]  

学校内外の機関等で相談・指導

等を受けていない不登校児童生

徒の割合（児童生徒の問題行動・

不登校等生徒指導上の諸課題に関す

る調査） 

小学校： 3.1% 8.00% 8.66% 8.90% 10.70% 

低下 

させる 

中学校： 9.1% 10.60% 8.29% 8.50% 15.80% 

高 校：14.1%  8.20% 10.20% 9.87% 9.18% 

［2018］ [2019] [2020] [2021] [2022] 
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方針６：ふるさとを愛する心と社会に貢献する志の育成  

 

・児童生徒が自らの地域を探究し、地域の魅力を発信する活動を推進するため、「福井ふ

るさと教育フェスタ」を開催。ふるさと学習の展示・発表や関連事業の優秀作品や入

賞者を表彰（R1～）                        〔義務教育課〕 

「ふるさと福井ＣＭコンテスト」を開催し、74 校が応募、ＣＭ作成講習会に 1142名が参

加。「ふるさと福井の魅力プレゼンテーション大会」は中学生に拡充して開催し 79 校

が応募。「ふるさとの学び特別賞」として小中学校計 14校を表彰（R3～、「ふるさとの

学び特別賞」は R4～）                                            〔義務教育課〕 

・10/28,29に県内 6会場にて全国産業教育フェアを開催。延べ 25,000 人超が参加し、

各会場のライブ配信は 15,000回を超える視聴。全国高校生ビジネスアイデアコンテ

ストは全国から 89チームがエントリー（R5～）              〔高校教育課〕 

・職業系高校において、地域の産業や企業について学ぶ本県独自の共通科目 「ふくいの

産業」を 16回実施。プレゼンテーションにおけるデジタル資料作成や発表技法等を学

ぶ「デジタル教育講座」を５回実施。これらの教材動画をアーカイブ化し、動画をデ

ジタル教材として活用（R3～）                                    〔高校教育課〕 

・文化財修理の適切な実施と、所有者応援の体制を構築する「福井の文化財を未来へプ

ロジェクト」を開始。技術者向け研修会に計 58人が参加。敦賀市西福寺と福井市大安

禅寺で文化財をデジタルアートで演出するイベントを開催し、延べ約 850 人が参加  

（R5～）                         〔生涯学習・文化財課〕 

 

〔達成目標〕                            ［］内は年次 

名称 策定前 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ 直近 目標 

地域や社会をよくするため

に何をすべきかを考えるこ

とがある児童生徒の割合 

（全国学力・学習状況調査） 

小学校：58.7% - 55.80% 54.90% - 60% 

中学校：44.7% - 47.10% 46.30% - 45% 

［2019］ [2020] [2021] [2022] [2023]  

将来の夢や希望（目標）を

持っている児童生徒の割合

（全国学力・学習状況調査、

高校生学習状況調査） 

小学校：88.4% - 82.90% 83.20% 83.90% 90% 

中学校：74.2% - 71.20% 70.30% 68.70% 75% 

高 校：73.5% 75.90% 78.10% 75.60% 74.70% 75% 

［2019］ [2020] [2021] [2022] [2023]  

県内企業に就職した高卒者

の 3 年以内の離職率 

34.9% 

［2018］ 

33.5% 

[2019] 

32.7% 

[2020] 

34.80% 

[2021] 

35.40% 

[2022] 
低下させる 

県内高卒生が県内に就職し

た割合（新規高等学校卒業者

の就職状況に関する調査） 

91.6% 

［2019］ 

91.27% 

[2020] 

90.76% 

[2021] 

90.43% 

[2022] 

91.12% 

[2023] 
9 割を維持 

文化財出前授業・講座の参

加者数 
― 

721 人 

[2020] 

617 人 

[2021] 

846 人 

[2022] 

926 人 

[2023] 

1,000 人 

(累計) 
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方針７：生涯にわたる学びの支援  

 

・ＳＤＧｓの目標に向けて、地域清掃や環境学習、世代間交流事業を各団体（海洋少年

団、壮年団、子ども会、ガールスカウト、ボーイスカウト、「小さな親切」運動）が実

施し、22件・約 1400 人が参加（R3～ ）                     〔生涯学習・文化財課〕 

 

〔達成目標〕                            ［］内は年次 

名称 策定前 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ 直近 目標 

福井ライフ・アカデ

ミー受講者の満足度 
― 

95% 

［2020］ 

96% 

［2021］ 

97% 

［2022］ 

96% 

［2023］ 
80% 

社会教育士の資格を

取得した者の数 
― 

44 人 

［2020］ 

49 人 

［2021］ 

39 人 

［2022］ 

20 人 

［2023］ 

80 人 

（累計） 

県立図書館の年間貸

出冊数 

949,077 冊 

［2018］ 

816,079 冊 

［2020］ 

885,842 冊 

［2021］ 

874,344 冊 

［2022］ 

821,689 冊 

［2023］ 
95 万冊 

 

 

方針８：新たな時代を見据えた教育環境の整備   

 

・校務全般におけるＤＸの推進、学校運営支援員や部活動指導員の配置・増員、県教委

が行う学校への調査の見直し、スクールロイヤーの体制整備等により、教員の一層の

業務改善を推進（R2～）                       〔教職員課〕 

・令和５年度の全教職員に占める月 80 時間以上の超過勤務者の割合は、昨年度 0.6%か

ら 0.4%に減少、同じく月 45 時間以内の超過勤務者は昨年度 65.1%から 70.0%に向上

（R2～）                              〔教職員課〕 

・教員志願者を確保するため教員採用選考試験を見直し、講師等５年以上経験者の第１

次選考を免除（利用者 56名）、大学３年時第１次選考の導入（志願者 168名）、東京会

場での第１次選考（利用者 51名）等を実施（R5～）    〔教職員課〕 

・子どもとの関わり方を学び合うための親のまなびあいプログラム集「親はぴトーク」

を作成し、その活用のための研修会や学習会を 9回実施し計 80名が参加 〔義務教育課〕 

・県立学校の大規模改修工事について、設計３校（金津、勝山（体育館）、敦賀工業）と

工事３校（三国、武生、武生商工）が完了（R4～）                   〔教育政策課〕 
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〔達成目標〕                            ［］内は年次 

名称 策定前 Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ 直近 目標 

時間外勤務月 80 時間以上の

教員の割合 

12% 

［2018］ 

4.4% 

[2020] 

1.2% 

[2021] 

0.6% 

[2022] 

0.4% 

[2023] 

0% 

[2021] 

教員採用試験志願倍率 
3.7 倍 

［2020］ 

4.1 倍 

[2021] 

3.5 倍 

[2022] 

2.8 倍 

[2023] 

2.8 倍 

[2024] 
4.0 倍 

保護者や地域の人が学校の諸

活動に参加していると回答し

た学校の割合 

（全国学力・学習状況調査） 

小学校：100 % - 97.30% 96.10% 97.30% 

100% 
中学校：88.5% - 81.70% 84.20% 82.50% 

［2019］ [2020] [2021] [2022] [2023]  

公立学校施設の長寿命化計画

の策定率 

22% 

［2018］ 

89% 

[2020] 

100% 

[2021] 

100% 

[2022] 

100% 

[2023] 
100% 

県立学校（普通教棟）のトイ

レの洋式化率 

53% 

［2018］ 

83% 

[2020] 

93% 

[2021] 

93% 

[2022] 

93% 

[2023] 
90% 

防災専門家のアドバイスを受

け、危機管理マニュアルを見

直した学校の割合 

41% 

［2018］ 

55% 

[2020] 

65% 

[2021] 

78% 

[2022] 

86% 

[2023] 
100% 

 

 



 

- 26 - 

 

２ 主要事業の実施成果 

 

 

Ⅰ 学びを伸ばす（人材力） 

１ 夢と希望を持ち、ふくいを愛する子どもの育成 

（２）新たな部活動指導体制推進事業 教職員課 

［事業目的］ 
教員の負担軽減を図るため、外部人材を活用した部活動指導体制への支援を実

施する。 

［事業内容］ 

・教員に代わって単独で部活動の指導や引率ができる部活動指導員等を中学校、

高等学校に配置 

・部活動休養日の拡大や共同管理体制の導入を推進し、部活動指導を改善 

［決算額］ 

（単位：千円） 

決算額 国庫 その他特定財源 一般財源 

73,958 10,190  63,768 

［事業の目標 

 および効果］ 

 内   容 目標 実績  

活動 

指標 
部活動指導員の配置校数 100校 65校 

 

成果 

指標 

時間外在校等時間月 80時間

以上の職員数 
0人 延べ 320人 

 

［事業評価］ 

・退職教員等の部活動指導員を中学校 40 校、高等学校 25 校に配置し、教員の負

担軽減および部活動指導の改善を図ることができた。 

・一方、部活動指導員の外部人材の確保が難しく、未配置の学校もあることから、

今後も外部人材の確保に努め、教員の時間外在校等時間を削減していく。 

 
 
 
 

Ⅰ 学びを伸ばす（人材力） 

１ 夢と希望を持ち、ふくいを愛する子どもの育成 

（１）次世代につなぐ美しい県立学校施設整備事業 教育政策課 

［事業目的］ 
県立学校の長寿命化を進め、時代に即した学習環境を備える学校を整備するた

め、計画的にリノベーション工事等を実施する。 

［事業内容］ 
建築後 35 年以上経過した県立学校施設を対象に、外壁や内装、各種設備など施

設全体を改修 

［決算額］ 

（単位：千円） 

決算額 国庫 その他特定財源 一般財源 

1,466,891  1,319,000 147,891 

［事業の目標 

 および効果］ 

・高等学校 3件の大規模改修工事を実施した。 
・高等学校 3件の設計を実施した。 
・高等学校 4校 4教室の空調設備更新工事を実施した。 

［事業評価］ 

学校施設の大規模改修工事を実施し、屋上防水や外壁改修など長寿命化を進め

た。また、断熱性の確保により省エネ化を図る改修など、時代に即した学習環境を

整備するとともに、空調設備更新工事を実施した。 
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Ⅰ 学びを伸ばす（人材力） 

１ 夢と希望を持ち、ふくいを愛する子どもの育成 

（３）引き出す教育・楽しむ教育実践事業 教職員課 

［事業目的］ 

ＩＣＴ等の先端技術を活用した学びを楽しむ授業づくりや子どもの興味・関心

を引き学習意欲の向上に繋げるクラブ活動の実践に向けた研究に取り組む教員グ

ループの活動を支援するとともに、自主的な研究活動を支援し、教員の指導力向上

を図る。 

［事業内容］ 

① 先端技術活用研究への支援    ④ 授業実践研究への支援 

② 小学校クラブ活動への支援       ⑤ 教職大学院派遣教員への支援 

③ 若手教員学習会への支援      

［決算額］ 

（単位：千円） 

 決算額 国庫 その他特定財源 一般財源 

①  2,117  2,117  

②  528  528  

③  2,110  2,110  

④  6,970  6,970  

⑤  2,115  2,115  

計 13,840  13,840  

［事業の目標 

 および効果］ 

 内   容 目標 実績  

活動 

指標 
交付決定件数 110件 96件 

 

成果 

指標 

学習支援システム

への掲載数 
25本 31本 

 

［事業評価］ 

・先端技術活用研究 11 グループ、小学校クラブ活動 11 グループなど、96 グルー

プの自主的な研究グループの活動を支援したが、小学校クラブ活動や若手教員

学習会の申請が少なかったことから目標件数には到達しなかった。 

・学びを楽しむ授業づくりを推進していくため、申請が少ない研究活動は募集件

数を見直すとともに、教員の取組意欲が高い授業名人をリーダーとする授業実

践研究グループの募集件数を増やしていく。 

 

Ⅰ 学びを伸ばす（人材力） 

１ 夢と希望を持ち、ふくいを愛する子どもの育成 

（４）地域の普通科系高校魅力向上支援事業 高校教育課 

［事業目的］ 
生徒主体の教育活動など学校改革に取り組み、生徒から選ばれる県立高校づく

りを推進する。 

［事業内容］ ・地域みらい留学による県外生徒の募集 

［決算額］ 

（単位：千円） 

決算額 国庫 その他特定財源 一般財源 

5,342 2,387  2,955 

［事業の目標 

 および効果］ 

  内   容 目標 実績   

活動 

指標 
地域みらい留学実施校 2校 2校   

成果 

指標 

地域みらい留学を利用して

県立高校に入学した生徒数 
11名 9名  

［事業評価］ 

・若狭高校および丸岡高校において積極的に各校の魅力を発信し、地域みらい留学

による入学者は 9名となったが、目標人数には到達しなかった。 

・7年度からは丸岡高校に寮が設置されることをアピールし、6年度実施の入試へ

の出願につなげる。 
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Ⅰ 学びを伸ばす（人材力） 

１ 夢と希望を持ち、ふくいを愛する子どもの育成 

（５）生徒の進学希望実現支援事業 高校教育課 

［事業目的］ 

生徒の特性・興味・関心にあった進路選択を行えるよう各学年段階において支

援を行うほか、生徒の進学希望を実現するために、高校における進学指導体制や

生徒への受験対策を強化する。 

［事業内容］ 

・大学進学者の多い県立高校を対象に、大学進学希望者に対する受験対策を支援 

・新入生と保護者のための大学進学セミナーの実施 

・「福井県大学進学サポートセンター（現役生対象）」の設置 

［決算額］ 

（単位：千円） 

決算額 国庫 その他特定財源 一般財源 

4,121     4,121 

［事業の目標 

 および効果］ 

  内   容 目標 実績   

活動 

指標 

大学進学サポートセンター

登録者数 
100人 273人   

成果 

指標 
国公立大学合格者率 24.5％ 27.8％   

［事業評価］ 

県立高校の卒業者数に対する国公立大学の合格者数の割合（27.8％）は、確認

できる平成 20年度以降過去 2番目に高い合格率であり、多くの生徒の進路志望実

現支援が図られている。 

 

Ⅰ 学びを伸ばす（人材力） 

１ 夢と希望を持ち、ふくいを愛する子どもの育成 

（６）英語力向上事業 高校教育課 

［事業目的］ 

国際社会で求められる英語力について、生徒が自身の英語力を把握するための

一助として、外部検定試験やオンライン英会話等を活用し、英語学習に対する意

欲向上を図る。 

［事業内容］ 

・海外の大学生とのオンライン英会話を実施 

・民間事業者による外部検定試験の受験料を支援 

・福井県英語ディベート大会を開催 

［決算額］ 

（単位：千円） 

決算額 国庫 その他特定財源 一般財源 

19,750 1,200 978 17,572 

［事業の目標 

 および効果］ 

  内   容 目標 実績   

活動 

指標 

中高英語教員対象研修

会実施回数 
8回 8回   

成果 

指標 

高校卒業時に求められ

る英語力達成率 
55％ 61.1％   

［事業評価］ 

外部検定試験の受験料補助や、職業系高校におけるオンライン英会話などを通

して、生徒の実践的な英語力の向上と英語学習に対する意欲の促進を図ることが

できた。 
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Ⅰ 学びを伸ばす（人材力） 

１ 夢と希望を持ち、ふくいを愛する子どもの育成 

(７) 高校生次世代理系人材育成プロジェクト 高校教育課 

［事業目的］ 
高校生および教職員を対象としてスーパーサイエンスハイスクール（ＳＳＨ）

指定校の成果普及と支援を行い、理系人材の育成を図る。 

［事業内容］ 
① ＳＳＨ校等に対し、サマープログラムやゼミ講習、生徒研究支援を実施 

② 教科「情報」の教員免許認定講習による高校指導者の養成 

［決算額］ 

（単位：千円） 

決算額 国庫 その他特定財源 一般財源 

4,034  4,445 △411 

［事業の目標 

 および効

果］ 

 内   容 目標 実績  

活動 

指標 
研究公募への応募数 12件 8 件 

 

成果 

指標 

全国規模の科学研究コン

テストの受賞数 
2件 2 件 

 

［事業評価］ 

・研究公募への応募者数は、研究応募に対する情報提供が不十分であったため、目

標件数に到達しなかった。 

・サマープログラム、ゼミ講座の参加者数を拡充することで、研究への興味関心を

持つ生徒の数を増やし、研究公募への参加を促す。 

 

Ⅰ 学びを伸ばす（人材力） 

１ 夢と希望を持ち、ふくいを愛する子どもの育成 

（８）未来の産業教育ブーストアップ事業 高校教育課 

［事業目的］ 

県立高校の職業系学科において、企業や大学と連携した実習や研究により、地

域産業を牽引できる人材の育成や、県内外の中学生から選ばれる魅力的な学校づ

くりを行う。 

［事業内容］ 
・企業・大学と連携した共同研究や商品開発を実施 

・企業の人材や施設・設備を活用した最先端技術の学習・実習を実施 

［決算額］ 

（単位：千円） 

決算額 国庫 その他特定財源 一般財源 

13,038 13,038    

［事業の目標 

 および効果］ 

  内   容 目標 実績   

活動 

指標 

企業技術者等による 

授業数 
75回 104回   

成果 

指標 

商品化・実用化された

取組み数 
6件 6件 

文部科学省指定期間終了後（R5

年度）の目標を 6 件とする 

［事業評価］ 
企業や大学と連携した共同研究や商品開発の取り組みを実施することで、地域

産業を牽引できる人材の育成が図られ、学校の魅力を地域に発信している。 
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Ⅰ 学びを伸ばす（人材力） 

１ 夢と希望を持ち、ふくいを愛する子どもの育成 

（９）福井フューチャーマイスター事業 高校教育課 

［事業目的］ 
 県内職業系高校生の資格取得等に対する意欲向上を図り、地元企業に就職して

活躍するためのスキルアップを促進するため、高校生の専門資格取得を支援する。 

［事業内容］ 

・生徒の資格取得や企業実習等の実績に基づき、認定を行う福井フューチャーマイ

スター制度を実施 

・専門資格の取得を支援（補助率 2/3【一般資格は 1/2】） 

［決算額］ 

（単位：千円） 

決算額 国庫 その他特定財源 一般財源 

8,925 116   8,809 

［事業の目標 

 および効果］ 

  内   容 目標 実績   

活動 

指標 

高度技術者による講

座数 
52回 51回 

資格試験の受検希望者がいな

かったため、１講座を中止 

成果 

指標 

福井フューチャーマ

イスター認定率 
87.4％ 82.8％ 

認定を目指す生徒の増加に対

し、認定数が少なかったため 

［事業評価］ 

地元企業の即戦力となる人材を育成するため、職業系高校生の資格取得を支援

するとともに、福井フューチャーマイスターとして認定することにより、スキル

アップが図られている。 

 

Ⅰ 学びを伸ばす（人材力） 

１ 夢と希望を持ち、ふくいを愛する子どもの育成 

（１０）特別支援学校キャリア教育推進事業 高校教育課 

［事業目的］ 
 農業体験など地域との連携・協働により、特別支援学校児童生徒の就労・学習意

欲や職業スキルを向上させるなどキャリア教育を推進する。 

［事業内容］ 
・農業法人等による技術指導や校外での農業体験実習を実施 

・生徒が作業学習等で培った力を認定する「特別支援学校技能検定」を実施 

［決算額］ 

（単位：千円） 

決算額 国庫 その他特定財源 一般財源 

1,693     1,693 

［事業の目標 

 および効果］ 

  内   容 目標 実績   

活動 

指標 

農業体験活動参

加生徒 
120人 204人  

成果 

指標 

農業体験実習受

入企業等数 
9社 9社  

［事業評価］ 
農業体験実習や技能検定の実施により、特別支援学校生徒の技能向上や就労の

促進が図られている。 
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Ⅰ 学びを伸ばす（人材力） 

１ 夢と希望を持ち、ふくいを愛する子どもの育成 

（１１）特別支援教育ＤＸ事業 高校教育課 

［事業目的］ 

ＩＣＴ機器を活用して学習環境を改善し、病気療養中の児童生徒の学習意欲の

向上や心理的な安定を図る。 

発達障がい等のある児童生徒のソーシャルスキルの向上を図る。 

［事業内容］ 
・遠隔ロボットの継続的活用 

・発達障がい支援ＶＲ機器の活用 

［決算額］ 

（単位：千円） 

決算額 国庫 その他特定財源 一般財源 

973     973 

［事業の目標 

 および効

果］ 

  内   容 目標 実績   

活動 

指標 

VR 機器を活用

した授業時間 
90ｈ 72ｈ 

想定より、実際に指導で必要とし

た人数が少なかったため 

成果 

指標 
－ － － 

児童生徒の状況が大きく異なるた

め、定量的な成果の把握は困難 

［事業評価］ 

・病気療養中の児童生徒が病室から授業に参加することで学習意欲が向上される

とともに、心理的な安定が図られている。 

・高校における通級による指導ではＶＲゴーグルを使用し具体的な対人場面等を

体験練習することで、ソーシャルスキルアップが図られている。 

 

Ⅰ 学びを伸ばす（人材力） 

１ 夢と希望を持ち、ふくいを愛する子どもの育成 

（１２）ふるさと教育推進事業 義務教育課 

［事業目的］ 

児童生徒が自らの地域について学習したことを基に課題を見出し、その課題解

決や地方創生に向けて他者へ発信する活動を通して、ふるさと福井に誇りや愛着

を持ち、地域の魅力を発信できる人材を育成する。 

［事業内容］ 

・ふるさと福井の魅力プレゼンテーション大会の開催 

・ふるさとＣＭを作成するための経費を助成 

（1 校 20万円を上限 県 1/2、市町 1/2） 

・「ふるさと福井ＣＭコンテスト」の開催 

・福井ふるさと教育フェスタの開催 

小中学生によるふるさと教育の活動成果のステージ発表 

小中学生のふるさと学習の成果に関するパネル展 

［決算額］ 

（単位：千円） 

決算額 国庫 その他特定財源 一般財源 

6,534  510 6,024 

［事業の目標 

 および効果］ 

 内   容 目標 実績  

活動 

指標 
参加団体数 102団体 133団体  

成果 

指標 

地域や社会をよくするために何かして

みたいと考える児童生徒の割合 
75％ 75.3％  

［事業評価］ 

・プレゼンテーション大会（16団体）、ＣＭの作成（小学校 51校、中学校 23校）、

教育フェスタ（43 団体）を実施し、ふるさと福井の魅力を発信できる人材の育

成を図った。 

・福井ふるさと教育フェスタの開催などイベントや活動を実施し、ふるさと福井へ

の誇りや愛着を育んでいく。 
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Ⅰ 学びを伸ばす（人材力） 

１ 夢と希望を持ち、ふくいを愛する子どもの育成 

（１３）芸術教育推進事業 義務教育課 

［事業目的］ 
学校教育を通じて、音楽や美術など芸術面における体験活動を充実し、児童生徒

の感性や表現力の向上を図る。 

［事業内容］ 

・中学校、高校の吹奏楽部に対し演奏家などの派遣や、全国大会に出場するため

の旅費などを支援 

・小中学校、高校の弦楽奏者に対し、プロ奏者の派遣や合同発表会を開催 

・東京藝術大学の教授などを講師として招き、中学校、高校の美術部員を対象に

研修会を開催 

［決算額］ 

（単位：千円） 

決算額 国庫 その他特定財源 一般財源 

10,671   10,671 

［事業の目標 

 および効果］ 

 内   容 目標 実績  

活動 

指標 
吹奏楽講師の派遣回数 108回 95回  

成果 

指標 
全国大会入賞校数 6校 7校  

［事業評価］ 

・部活動が地域クラブ活動に移行したことにより、本事業を活用しない学校があ

った。 

・全国大会（東日本学校吹奏楽大会）では、中高いずれの部門でも金賞を受賞し

た。 

 

Ⅰ 学びを伸ばす（人材力） 

１ 夢と希望を持ち、ふくいを愛する子どもの育成 

（１４）スクールカウンセラー配置事業 義務教育課 

［事業目的］ 
心理の専門的な知識を持つスクールカウンセラーを配置し、いじめ、不登校、暴

力行為等の問題行動の未然防止や早期発見、早期解決を図る。 

［事業内容］ 

教育総合研究所および小中学校にスクールカウンセラー92名を配置 

児童生徒等へのカウンセリング、教職員・保護者への助言等を実施 

事案に対する学校内連携・支援チームの構築・支援 

［決算額］ 

（単位：千円） 

決算額 国庫 その他特定財源 一般財源 

133,069 44,357  88,712 

［事業の目標 

 および効果］ 

 内   容 目標 実績  

活動 

指標 
相談件数 － 38,119件  

成果 

指標 

1,000人あたりの不

登校児童生徒数 
－ 23.4人  

［事業評価］ 

・スクールカウンセラーの配置時間の増や研修会の実施により教育相談体制の強

化を図った。 

・今後も児童生徒や保護者を支援するために体制の強化を続けていく。 
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Ⅰ 学びを伸ばす（人材力） 

１ 夢と希望を持ち、ふくいを愛する子どもの育成 

（１５）スクールソーシャルワーカー配置事業 義務教育課 

［事業目的］ 

社会福祉等の専門的な知識を持つスクールソーシャルワーカーを配置し、家庭

環境、不登校、貧困、虐待等の課題を抱える児童生徒の支援、健全育成を図るため、

関係機関と連携し、支援を行う。 

［事業内容］ 

・教育総合研究所および嶺南教育事務所、市町に対し、スクールソーシャルワーカ

ー26名を配置 

・問題を抱える児童生徒に対する家庭訪問を行い、必要に応じて、児童相談所等の

福祉関係機関や警察など関係機関と連携し、家庭環境を改善 

［決算額］ 

（単位：千円） 

決算額 国庫 その他特定財源 一般財源 

32,146 10,707  21,439 

［事業の目標 

 および効果］ 

 内   容 目標 実績  

活動 

指標 
相談件数 － 729件  

成果 

指標 

1,000人あたりの不

登校児童生徒数 
－ 23.4人  

［事業評価］ 

・児童相談所や警察などの関係機関と連携し、児童生徒を取り巻く環境の問題解決

を図った。 

・今後もスクールソーシャルワーカーの配置時間の増や資質向上研修を行うとと

もに、関係機関と連携し、家庭環境の改善を図っていく。 

 

Ⅰ 学びを伸ばす（人材力） 

１ 夢と希望を持ち、ふくいを愛する子どもの育成 

（１６） 地域文化部活動体制整備事業 義務教育課 

［事業目的］ 

5 年度以降の休日の文化部活動について、国が示す改革推進期間（5～7年度）に

おいて、着実に地域へ以降し、地域において持続可能な生徒の文化活動の機会を確

保する。 

［事業内容］ 

・中学校区レベルで、指導者の派遣管理、学校や文化施設との連絡調整・安全管理

等を行うコーディネーターを配置 

・地域文化クラブ活動の運営団体・実施主体の整備充実のため、持続可能な運営に

向けた体制整備や質の確保に係る取組等を支援 

・休日の地域クラブ活動において、子どもたちに実技指導する者を配置 

・県内有識者等による検討会を開催し地域クラブ活動の在り方を検討 

［決算額］ 

（単位：千円） 

決算額 国庫 その他特定財源 一般財源 

2,193 1,511  682 

［事業の目標 

 および効果］ 

 内   容 目標 実績  

活動 

指標 

地域移行に取り組む

市町数 
4地域 4地域  

成果 

指標 

休日の活動を地域に

移行した部活動数 
17部 13部  

［事業評価］ 

移行を予定していた一部の部活動において、休日に活動を行わないこととなっ

た。当該部活動に所属する生徒の希望者は、地域のクラブ活動に参加しており、地

域における生徒の受入環境の整備が進んでいる。 
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Ⅰ 学びを伸ばす（人材力） 

１ 夢と希望を持ち、ふくいを愛する子どもの育成 

（１７）英語力向上事業 義務教育課 

［事業目的］ 

グローバル社会で求められる英語力について、その学習状況を把握する一助と

して外部検定試験を活用し、本県生徒の英語力、英語学習に対する意欲向上を図

る。 

［事業内容］ 
・小学校の外国語活動や外国科の授業等に、県内在住の英語を話せる人材を派遣 

・中学 3 年生に対し、ＧＴＥＣ等の外部検定試験受験料を年 1 回全額補助 

［決算額］ 

（単位：千円） 

決算額 国庫 その他特定財源 一般財源 

35,801 226  35,575 

［事業の目標 

 および効果］ 

 内   容 目標 実績  

活動 

指標 

中学 3 年生の外部検定試験受験

者の割合 
90％ 92.9％  

成果 

指標 

中学卒業時に CEFR A1 以上の英

語力を持つ生徒の割合 
65％ 83.8％ 

 

［事業評価］ 

・県内全ての公立中学校 3年生を対象に、「聞く」「読む」「話す」「書く」の 4技能

の英語力を測定できる外部検定試験ＧＴＥＣの受験料支援を実施した。 

・結果分析資料等を基に、教員対象研修を集合型と動画配信型で行い、生徒の学習

改善と教師の指導改善を図った。 

 

Ⅰ 学びを伸ばす（人材力） 

１ 夢と希望を持ち、ふくいを愛する子どもの育成 

（１８）子どもの読書活動推進事業 生涯学習・文化財課 

［事業目的］ 
子どもが自主的に本に親しみ、みんなで読書を楽しむ環境づくりのために、家

庭、地域、学校において子どもの読書活動を推進する。 

［事業内容］ 

・家庭・地域・学校等における読書活動の推進 

推奨図書小冊子の作成、ジュニア司書養成講座、 

子ども読書研修会、幼稚園教諭・保育士のための絵本講座 等 

［決算額］ 

（単位：千円） 

決算額 国庫 その他特定財源 一般財源 

3,348   3,348 

［事業の目標 

 および効果］ 

 内   容 目標 実績  

活動 

指標 
講座等の開催回数 20回 20回  

成果 

指標 

県立図書館における推奨図

書の貸出冊数 
13,000冊 13,735冊 

 

［事業評価］ 

・推奨図書小冊子の作成等により、県立図書館における推奨図書の貸出冊数が

13,000 冊を上回った。 

・講座等の開催については、Ｗｅｂ掲載による県内の学校図書館担当の教職員への

周知やオンライン講座の開催により、参加者の利便性の向上を図った。 

・ジュニア司書養成講座や子ども読書研修会、幼稚園教諭・保育士のための絵本講

座等を開催し、家庭・地域・学校等での読書活動を推進した。 

 
 



 

- 35 - 

 

Ⅰ 学びを伸ばす（人材力） 

１ 夢と希望を持ち、ふくいを愛する子どもの育成 

（１９）文化財指定促進事業 生涯学習・文化財課 

［事業目的］ 
県民の財産である文化財を保存し、学校教育や観光への活用を図るため、国指定

等に向けた調査を推進する。 

［事業内容］ 建造物、民俗、古文書等の調査 

［決算額］ 

（単位：千円） 

決算額 国庫 その他特定財源 一般財源 

2,240   2,240 

［事業の目標 

 および効果］ 

 内   容 目標 実績  

活動 

指標 
現地調査件数 27件 28 件  

成果 

指標 
文化財指定件数 10件 11件 

 

［事業評価］ 

・木造牛頭天王坐像および木造女神坐像 （越前町八坂神社）、西福寺文書（敦賀

市西福寺）の 2件が新たに国指定重要文化財に指定された。 

・専照寺御影堂附厨子１基（福井市専照寺）、絹本著色 沢村吉重像（高浜町）、 

十一面観音懸仏（おおい町伊射奈伎神社）などの 9件が新たに県指定文化財に

指定された。 

 
Ⅰ 学びを伸ばす（人材力） 

１ 夢と希望を持ち、ふくいを愛する子どもの育成 

（２０）  子どもの目と歯の健康プロジェクト事業   保健体育課  

［事業目的］ 

生活習慣を見直すことを通して、視力低下の進行を遅くするとともに、トレーニ

ングによって視覚機能の改善を推進する。 

正しい歯みがきの仕方を身につけることなどにより、むし歯予防を促進すると

ともに、二次検診の実施によりむし歯治療率を向上させる。 

［事業内容］ 

・視力低下の抑制や視覚機能を改善する取り組みを実施（ゼロ予算） 

小学 1、2年生に「生活習慣チェックカード」をデータ配信 

各教室に「目の健康を守る３か条」を掲示し、「目のリフレッシュタイム」、 

「ビジョントレーニング」を実施 

・むし歯予防の促進やむし歯治療率を向上させる取り組みを実施 

15 市町で二次検診を実施 

モデル校 10校（6市町）でフッ化物洗口を実施 

小学 1、2年生にリーフレットを配布（ゼロ予算） 

［決算額］ 

（単位：千円） 

決算額 国庫 その他特定財源 一般財源 

5,269   5,269 

［事業の目標 

 および効果］ 

 内   容 目標 実績  

活動 

指標 

目の健康に関する指導実施

率(％) 
100.0 100.0 

 

歯磨き指導実施率（％） 100.0 100.0  

成果 

指標 

視力 1.0未満の小学生の割

合(％) 
37.9 ― 

4 年度：37.6％ 

5 年度：R6.11 公表予定 

むし歯のない（処置者を含

む）小学生の割合（％） 
78.2 ― 

4 年度：75.5％ 

5 年度：R6.11 公表予定 

［事業評価］ 

・活動指標である指導実施率は、目・歯ともに目標を達成した。 

・むし歯のない小学生の割合は、4年度は未達成であるが、県内のむし歯のない(処

置者を含む)小学生の割合は概ね改善傾向にある。 
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Ⅰ 学びを伸ばす（人材力） 

１ 夢と希望を持ち、ふくいを愛する子どもの育成 

（２１）  地域運動部活動体制整備事業                   保健体育課  

［事業目的］ 

令和 5 年度以降の休日の運動部活動の段階的な地域移行と地域スポーツ環境の

一体的な整備に向け、スポーツ団体等の整備充実、指導者確保、参加費用負担へ

の支援等を総合的に推進し、地域において持続可能な中学生のスポーツ活動の機

会を確保することを目的とする。 

［事業内容］ 

・休日の部活動の地域移行に向けた市町の取組みを支援 

コーディネーター等の配置 

スポーツ活動の運営に必要な経費（事務局員人件費、指導者謝金等）への支援 

経済的に困窮する世帯への参加費用負担の支援 

［決算額］ 

（単位：千円） 

決算額 国庫 その他特定財源 一般財源 

30,340  20,090   10,250 

［事業の目標 

 および効

果］ 

 内   容 目標 実績  

活動 

指標 

地域移行に取り組む市町数

（市町） 
14 14  

成果 

指標 

休日の活動を地域に移行した

部活動数（部活動） 
152 176  

［事業評価］ 

・5年度末までに、約 1／4の運動部活動（176部活動／691部活動）が休日活動を

地域に移行した。 

・引き続き事業を実施し、国が定める改革推進期間（5から 7年度）における運動

部活動の早期地域移行に取り組む。 

その他 

  

（１）こども歴史文化館展示事業 生涯学習・文化財課 

［事業目的］ 
福井ゆかりの人物（先人・達人）の生き方や業績等を展示や講座、出前教室等に

より紹介し、郷土の歴史文化の理解を深め、福井に誇りをもった子どもを育てる。 

［事業内容］ 

・普及事業…各種イベント、出前教室等の実施 

・発掘事業（調査研究）…未開拓の人物情報の調査研究 

・資料収集事業…実物資料の収集等 

・特集事業…企画展の開催 

［決算額］ 

（単位：千円） 

決算額 国庫 その他特定財源 一般財源 

11,174  41 11,133 

［事業の目標 

 および効果］ 

 内   容 目標 実績  

活動 

指標 
企画展開催回数 2回 2回  

成果 

指標 
利用者数 60,000人 42,246 人 

新型コロナ対策のための行動制

限が大きく緩和され、令和 4 年

度の約 1.7 倍となった。  

［事業評価］ 

・特別展『地球のカケラがいっぱい』を開催し、ブック型標本を中心とする鉱物関

係資料を展示した。あわせて、ふくいゆかりの先人として、日本近代鉱物学の祖

とされる和田維四郎(小浜出身)ら鉱物学者を紹介した。 

・これき人物シリーズ 15絵本編④『新天地をめざして』を刊行し、県内の全小・

中学校や図書館等に配布した。  
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その他 

  

（２）ふるさと文学館事業 生涯学習・文化財課 

［事業目的］ 
ふるさと文学館において、福井ゆかりの作家や作品の魅力を伝える展示等を実

施するほか、若者の創作活動を応援し、文学に親しむ機会を増やす。 

［事業内容］ 
・企画展の開催 

・若い世代の創作活動を支援する文学ゼミや文学講座等の開催 

［決算額］ 

（単位：千円） 

決算額 国庫 その他特定財源 一般財源 

23,827  33 23,794 

［事業の目標 

 および効果］ 

 内   容 目標 実績  

活動 

指標 
企画展開催回数 3回 3回  

成果 

指標 
入館者数 62,000人 76,405人 

 

［事業評価］ 

・夏季企画展「堀内誠一 子どもの世界」では、夏休みの家族連れの来館で賑わ

った。 

・秋季企画展「俵万智展 ＃たったひとつの「いいね」」は、初の福井での個展

であり、斬新なインスタレーションを取り入れた展示で好評を博した。 

・俵万智氏、荒川洋治氏、宮下奈都氏などゆかりの作家講演会では、多くの参加

者が、作家の創作活動・読書体験などに耳を傾けた。学校での出前文芸創作教

室は、講師も生徒・教諭らの学校側も熱心に取り組まれた。 
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Ⅵ 有識者からの意見 

 

○ 福井大学大学院連合教職開発研究科長  木村 優 

 

 「子どもたちと教師たちのウェルビーイングの実現・保障・促進」 

 

教育の転換期におけるウェルビーイングへの気づき 

 私たちは現在、教育の転換期の真っ只中にいる。2021年１月の中央教育審議会答申

「『令和の日本型学校教育』の構築を目指して～全ての子供たちの可能性を引き出す，

個別最適な学びと，協働的な学びの実現～」の提起を受けて、「新学習指導要領の着実

な実施」「GIGAスクール構想の実現」「学校における働き方改革の推進」等による子ども

たちと教師たちの「個別最適で協働的な学び」の実現が私たちに求められている。こう

した学びの中で私たちが目指すのは、子どもたちと教師たち双方のウェルビーイングを

実現し、より促進することである。 

 1990年代以降、国際学力テストの結果比較から起こったグローバル教育改革運動

（GERM: Global Education Reform Movement）の中で、各国政府・自治体は少数教科に

特化した基礎学力向上に教育上の努力・投資を集中させた（Sahlberg, 2021）。その結

果、国家・地域間のランキング表にもとづく教育の比較競争が激化し、標準化テストへ

の対策が教育的営為を侵食していった。テスト対策、他校や他地域との学力比較、特定

教科への焦点化、これらは教育を繰り返しのルーティンワークに転化し、不毛な競争の

アリーナに落とし込み、学校における学びと教えを偏らせる事態を招いた。しかし、皮

肉にも、2020年の始まりに私たちを襲った未曾有のパンデミックが、私たちの目線を子

どもたちの学力から別のもの、すなわちウェルビーイングへと移すきっかけとなった。 

新型コロナウイルス感染症パンデミック禍で、実に多くの子どもたちが自宅での学習

に困難を覚え、メンタルヘルスに重大な問題を抱え、利用可能なテクノロジーと支援リ

ソースの不足に悩まされていた。また、教師たちもソーシャルディスタンスへの過剰な

対応に疲弊し、メンタルヘルスに不安を抱え、テクノロジー活用にあたっての十分な支

援を受けられないままでいた。こうした困難な状況は、社会経済的に不利な学校と地域

ほど顕著だった（OECD, 2020）。21世紀の四半世紀で、世界ではテロと闘い、グローバ

ルな金融危機、未曾有の災害、そしてパンデミックが立て続けに起こった。こうした変

動的で不確実で複雑で曖昧な世界をVUCA（Volatility, Uncertaintly, Complex, 

Ambiguity）ワールドという。 

このGERMとVUCAの狭間で私たちが気づいたことは、子どもたちと教師たちのウェルビ

ーイングである。公教育をつうじて子どもたちと教師たちが関わり合い、より良く育ち

合うには、どのような教育的営為が必要なのだろうか。福井県は「一人一人の個性が輝

く、ふくいの未来を担う人づくり〜子どもたちの『夢と希望』『ふくい愛』を育む教育

の推進〜」という基本理念を据えて、「目指す人間像」と８つの基本方針にもとづく

種々の取組を通じて子どもたちと教師たちのウェルビーイングの実現に向けた挑戦を進

めてきている。そこで以下、本報告書の「福井県教育振興基本計画（令和２年３月策

定）に基づく施策の実施結果および達成目標の進捗状況」にもとづき、福井県及び福井

県教育委員会の施策の取組と今後の課題を吟味する。 
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子どもたちと教師たちのウェルビーイングを促進する県の施策 

 方針１「学ぶ喜びを知り、自ら進んで学ぶ意欲と力の育成」にもとづき、まず超スマ

ート社会・AI社会に備える教育DX推進の種々の取組が進められている。デジタルを上手

く活用する能力は、私たちが生きる知識社会に必須のリテラシーであり、それを推進す

る施策の重要性がよく現れている。また、高校教育では子どもたちの学習環境の整備と

ともに、「合同発表会(高校生探究フォーラム)」、さらに方針４「国際的な視野に立

ち、自らの考えを発信する力の育成」における「全国高校生プレゼン甲子園」「オンラ

イングローバルキャンプ」において、子どもたちの学校を超えた協働探究機会が精力的

に創出されている。こうした一連の取組が子どもたちのさらなるより良い学びと経験に

結びついていくことが期待される。 

 方針３「豊かな心、健やかな体の育成」における「休日の部活動の段階的な地域移

行」の推進、方針８「新たな時代を見据えた教育環境の整備」における教育DX推進によ

る教職員の業務改善と超過勤務の抑制等の取組は、教師ウェルビーイングを高める重要

なイニシアティブである。福井県の教職員が生涯にわたってより良く働き、学び合い、

育ち合える環境を整備する。これは、近年の教師不足という大きな課題に対応するため

の基盤づくりとして極めて重要である。また、方針２「適正や興味関心に応じた文化芸

術、スポーツ活動の促進」、方針５「特性や心情に配慮し、誰もが安心して学べる教育

環境の整備」、方針６「ふるさとを愛する心と社会に貢献する志の育成」、方針７「生

涯にわたる学びの支援」にもとづきそれぞれ進められている子どもたちの学びを豊かに

する種々の取組は、子どもたちの学校生活のウェルビーイングを広く高める挑戦でもあ

る。これらの取組が示すように、福井県教育委員会が推進する施策は、教師たちと子ど

もたち双方のウェルビーイングの実現と促進が企図されている。 

 こうした取組の成果が、各方針の達成目標として示される調査結果で示されている。

福井県の子どもたちの多くは新しいテクノロジーを活用しながら学びによく専心し、仲

間や地域の人々とのかかわりの自己肯定感と自己効力感を育み、グローバルな視点を涵

養しながら社会貢献意識を高めている。また、教師たちの多くも職務状況を改善しなが

ら、子どもたちの主体的・対話的で深い学びを保障し、さらに、子どもたちとともに地

域や世界に飛び出し、活動的で探究的な学びを推進していることがうかがえる。 

 

子どもたちと教師たちのウェルビーイングをさらに保障し促進するために 

 以上、令和５年度に福井県教育委員会が推進してきた教育関係施策の各取実績の概観

から、本県における教育関係施策が時代の変化と社会の要請に即して子どもたちと教師

たちのウェルビーイングを促進するビジョンに沿って展開していることが示された。そ

の証左として、各種調査の指標得点も令和４年度に引き続き概ね良好である。これか

ら、福井県教育委員会の事務の管理および執行の状況も良好であり、さらに教育として

先進的な取組を推進する基盤を支えているものとして評価できる。 

 ただし、福井県の子どもたちと教師たちのウェルビーイングをさらに保障し促進する

ためには、その当事者である子どもたちと教師たちとの対話の場・機会をつくり、それ

を継続させていく取組をさらに推進していく必要がある。２０世紀の教育は、「教育を

提供する者」と「教育を受け取る者」という２項関係構造でその構造や関係施策がデザ
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インされてきたのに対して、２１世紀の教育は、「教育をともにつくる」という協働関

係（Co-Agency）でその構造や関係施策はデザインされていく必要がある（OECD, 

2019）。したがって、教育関係施策もまた子どもたちとともに、教師たちとともに、保

護者たちとともに、地域の人々とともに、つくっていく必要がある。例えば、地域や学

校教育のウェルビーイングを探究する世代・立場混合の教育ミーティングの機会、教育

関係施策についてマルチステークホルダーで対話と議論を重ねる機会の創出等、私たち

一人ひとりが当事者意識をもって取組に参画できる教育機会を生み出すことが可能であ

る。私たちのウェルビーイングは個人や特定集団の活動だけで達成できず、コミュニテ

ィとネットワークを耕し繋ぐことではじめて達成できるものである。 

 学校生活に通じて子どもたちと教師たちがウェルビーイングを感じない（イルビーイ

ングを感じる）のはどのような状況・場面だろうか？学校生活を通じて子どもたちと教

師たちのウェルビーイングはどのような状況・場面で高められるだろうか？こうしたウ

ェルビーイングの根源的な問いを思い浮かべた時に、私たちが創発できる施策と取組は

まだ山積しているだろう。今こそ、子どもたちと教師たちのウェルビーイング、学校の

ウェルビーイングに目を向ける時である。GERMとVUCAの狭間で私たちが気づいたことを

大事にして、これからの福井県教育委員会の教育関係施策がさらに発展していくことを

期待するとともに、同委員会とこの挑戦に伴走できたらと願うところである。 
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○ 福井県ＰＴＡ連合会 会長  笠松 照喜 

 

 「令和５年度福井県教育委員会の事務の管理および執行の状況の点検・評価報告書」

に係る意見について 

 

 日頃より、福井県教育委員会の皆様におかれましては、福井県内の全ての子どもたち

の健やかな成長にご尽力いただいておりますことを深く感謝申し上げます。 

 近年の人口減少・少子化問題は地域のみならず、国レベルでの大きな課題と捉えられ、

それに対する様々な施策が実施されるなど、子どもたちに係る業務は多忙を極めており、

また、ICT に代表される技術の発展、グローバル化、価値観の多様化や多様性の理解な

ど、教育現場における環境の目まぐるしい変化への対応も含めると、貴委員会の役割は

多忙な中においても、その重要性は益々高まっており、それに対し確実に、誠実に向き

合っていただいている事実は、PTAとしても深く認識し、敬意を表するところでございま

す。 

 今回は、令和５年度の貴委員会の事務の管理および執行の状況の点検・評価報告書（以

下、「報告書」とさせていただきます）に係る意見ということで、僭越ながら意見を付さ

せていただきます。 

 文部科学省が実施する全国学力・学習状況調査では、本県の児童生徒は常に全国的に

高いレベルの結果となっており、順位を競う調査では無いものの、常日頃の貴委員会の

様々な取り組みの成果が表れているものと実感しています。自主性を重んじ、探究的な

学びが求められる近年では、強制的ではなく学びが日常の楽しみとして身近に寄り添い、

学ぶこと＝楽しいことが根底となる必要があると思います。実際に、報告書では、「授業

が分かる児童生徒の割合」と「学校に行くのは楽しいと思う児童生徒の割合」は、増減

はあっても同様の傾向を示しており、学ぶ楽しさと学びの成果としての理解度に相関関

係がみられ、貴委員会の取り組みは子どもたちを良い方向に導いていただいているもの

と感じています。 

 令和５年３月に策定された、福井県学校教育 DX推進計画では、授業をはじめとした学

校活動に ICT 機器を活用し、学びの進化と教職員の方々の長時間労働の改善を図るもの

としています。タブレット端末は児童生徒 1 人に１台配備され、時間外勤務月８０時間

以上の教員の割合も減少するなど、その効果は報告書でも数値に表れています。しかし

ながら、近年の ICT 技術の進歩は目を見張るものがあり、今後は、更なる環境の整備と

ICT機器の効率的で効果的な活用が求められるものと考えられます。 

 具体的には、１人１台の端末配備は全国的にも整備率が高水準であり、学校では授業

等にて様々な方法による機器の活用やソフト等教材が使用されている中、過去に整備し

た回線速度では今後更に進歩するであろう機器の活用方法やソフト等教材に追い付かな

い状況が見据えられ、国は、国策として推進する GIGAスクール構想の１人１台端末につ

いて、公教育の必須ツールとして更新を着実に進めるとともに、通信ネットワーク速度

の抜本改善を図るとの方向性を示しています。端末の効率的・効果的な活用を実現する

ためにも、県内市町と連携し必要な予算措置を行い、国費を積極的に活用し遅れること

なく環境整備・改善に取り組んでいただきますようお願いいたします。また、国の GIGA

スクール構想では、教室での取り組み以外にも校務 DX の推進を図るものとしています。
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次世代の校務 DXとして、学習系と校務系のネットワークの統合、校務支援システムのク

ラウド化、データ連携基盤の創出などにより、働き方改革の他にも大規模災害時の業務

の継続性の確保などを実現するとのことですが、特に学校における FAX でのやり取りの

慣行の見直しが求められています。FAX の過度な利用はせっかくのクラウド環境を活用

した校務 DXを大きく阻害するものであり、FAX でのやり取りには相手があることから学

校のみの努力では実現が難しい部分もありますが、私たち PTA 等学校に関係する機関も

含めた取り組みを進めていければと思います。 

 同じく文部科学省が実施する、全国体力・運動能力、運動習慣等調査でも、本県の児

童生徒は好成績であることが公表されており、報告書でもその傾向が示されています。

地域性や比較的緩やかな時間軸、豊かな自然など、個人的には福井県の自然や県民性が

根底にあるのではと思いますが、今後もスポーツに触れる時間や機会を可能な限り確保

いただき、運動の得意不得意に関わらず、好きになる環境を維持していただきたいと思

います。また、文化系においても、県立音楽堂での本物の文化芸術の体験は特に様々な

ことに興味を示す世代にとっては非常に良い取り組みであると感じています。報告書で

は、「将来の夢や希望（目標）を持っている児童生徒の割合」が全体的に目標値よりも低

く、中学校や高校ではここ１、２年の傾向としても低下していることが示されています。

夢を持ちそれに向かって努力することは決して無駄にはならない、という言葉は多くの

成功者が語っており、現状のテレビやインターネットでは体験できない音の厚みや深み、

臨場感、演者の表情など、本物を実感できる機会を今後も増やしていただき、児童生徒

の将来に向けて多くの可能性の気付きに繋げていただける事を期待します。 

 近年課題となっている休日の部活動の地域移行については、制度の発端、理由、目的

の理解が全国的に共通認識されているものが無く、首都圏と地域での環境の格差、違い

が考慮されていないのではと感じています。福井県内でも各地域での取り組みが進めら

れていますが、受け皿の有無、公共交通機関や活動場所の充足度など背景や各種条件が

異なる中、福井県の生徒が取り残されることのない制度の推進、舵取りをお願いいたし

ます。 

 令和６年３月１６日に北陸新幹線の金沢・敦賀間が開業し、福井県と東京都が直結さ

れました。開業による効果は来県者数の増加や観光、飲食、宿泊、物産などの地域産業

の振興などに及ぶ事は勿論ですが、一方では人の往来の負の面も及ぼします。ふるさと

福井県で学んだ学生の首都圏への流出がますます懸念され、就職時等に人生の拠点とし

てふるさと福井県を選択肢として考慮するのか、ネガティブに考えれば更なる人口の減

少が課題となります。私は、子どもたちには小学校に入学した段階から、自分の住む地

域、通う学校などの良いところを見つけ、友達や家族と共有してほしいと考えています。

貴委員会で実施されているふるさと福井に誇りや愛着を持ち、地域の魅力を発信できる

人材の育成は本人のみならず、周囲の若者にもふるさと福井の良さの認識や、忘れてい

た記憶の甦りが期待されます。この事業に関しては、私が無知なのかもしれませんが、

SNS等での更なる発信・周知を行い、認知度を向上させていただきたいと思います。 

 日常では、多くの子どもたちが一日の大半を学校で過ごしており、子どもたちの健や

かな成長には学校で過ごす時間が大きな影響を与えます。子どもたちが学校でより良い

時間を過ごすためには、学校で働く教職員の方々が笑顔で活き活きと働ける環境が必要

であり、教職員の方々の職場環境の更なる改善は PTA にとって非常に大切な事項と考え
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ています。近年の教職員採用試験出願者数や倍率の低下は、教員の未配置の増加にも繋

がることから子どもたちのためには良い影響をもたらすものではなく、貴委員会におい

ては選考の免除制度の導入や東京での第１次選考の実施、試験制度の変更など、様々な

方法で教員採用試験の改善を実施されています。これらの取り組みが今後の受験者数の

増加、質の向上に結びつき、結果、必要教員数の確保等現場の教職員の方々の業務改善、

子どもたちの学びへの興味の増加、保護者の安心へと繋がることを期待しています。 

 福井県 PTA 連合会は社会教育団体として、子どもたちの健全な成長のために頑張る福

井県内の会員の皆様に対し、必要な情報や学びの場の提供、各種支援を実施しています。

また、子どもたちを取り巻く環境の改善は私たち大人の責務であり、少しでも多くの大

人たちの賛同を得られるような取り組みも必要であり、PTA として子どもたちの健やか

な成長を願い実現するために、学校や地域、貴委員会をはじめとした行政や議会と連携

した取り組みと支援が不可欠であると考えています。近年の人口減少や少子化はすぐに

は解決できない課題であり、それに伴い発生する問題は増え続けるものと想定されます。

しかしながら、児童生徒の健やかな成長に深く関係する教職員の方々の職場環境は常に

良好な状態を保持すべきであり、福井県 PTA 連合会としても、貴委員会のこれまでの取

り組みに対し賛同し敬意を表するとともに、今後の取り組みに対しても引き続き連携さ

せていただきたいと考えております。 


